
●
シ
リ
ー
ズ
●
わ
が
町
の
文
化
財<

51>
 

 

世
羅
町
天
然
記
念
物 

ネ
ズ 

 
 昭

和
16

年
４
月
16

日
指
定 

 
 
 

 

ネ
ズ
は
ヒ
ノ
キ
科
の
植
物
で
、
日
当
り
の
良
い
乾
燥
し
た
山
地
に
生
え

る
常
緑
針
葉
小
高
木
で
、
本
州
、
四
国
、
九
州
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
北
部
、

ウ
ス
リ
ー
地
方
に
か
け
て
分
布
し
、
県
内
で
は
沿
岸
部
か
ら
中
国
山
地
ま

で
広
く
み
ら
れ
ま
す
。
地
方
名
は
「
ム
ロ
ノ
キ
」
・
「
モ
ロ
ギ
」
と
呼
ば

れ
、
材
質
が
す
ぐ
れ
、
建
築
、
器
具
材
な
ど
に
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す
。
雌

雄
異
株
で
、
球
果
は
緑
色
、
翌
年
以
降
に
黒
熟
し
ま
す
。
こ
の
地
方
で
は

と
く
に
ア
カ
マ
ツ
林
内
に
多
く
、
希
に
直
径
１
ｍ
を
超
え
る
巨
木
に
達
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
巨
樹
は
、
境
界
木
や
信
仰
の
対
象
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
上
津
田
の
ネ
ズ
（
ム
ロ
ノ
キ
）
も
、
鳶 と

び

の
子
堂
と
呼
ば
れ

る
辻
堂
の
傍
に
あ
り
、
や
は
り
古
く
か
ら
保
護
さ
れ
て
き
た
も
の
で
し
ょ

う
。
と
く
に
根
廻
り
周
囲
が
4.6
ｍ
に
達
し
、
内
部
に
は
す
で
に
空
洞
が
生

じ
て
い
る
が
、
こ
の
地
方
で
は
希
に
み
る
巨
木
で
、
地
域
の
歴
史
を
語
り

つ
ぐ
生
き
証
人
と
し
て
こ
の
ま
ま
保
護
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。 

 デ
ー
タ 現

状
（
大
き
さ
） 

根
廻
り
周
囲

4.6
ｍ 

胸
き
ょ
う

高 こ
う

幹 か
ん

囲 い

2.1
ｍ 

樹
高
約

16
ｍ 

樹
齢
推
定
約

300
年 

 

●
シ
リ
ー
ズ
●
わ
が
町
の
文
化
財<

52>
 

 世
羅
町
指
定
重
要
文
化
財 

経
き
ょ
う

塚 づ
か

石 せ
き

塔 と
う 

 

昭
和
59

年
10

月
９
日
指
定 

 

 

定
光
地
谷
の
東
山
す
そ
に
幅
6.3
ｍ 

・
奥
行
き
7.2
ｍ 

・ 

高
さ
2.45
ｍ

の
長
方
形
の
石
囲
い
が
あ
り
、
そ
の
中
央
に
高
さ
70
㎝
の
石
積
み
が
さ

れ
、
そ
の
上
に
本
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。 

 

花
崗
岩
製
で
，
全
高
1.25
ｍ
、
五
輪
塔
の
水
輪
部
が
方
形
に
な
っ
て
お
り
、

地
輪
高

20.5
㎝
、
水
輪
高

42.5
㎝
で
内
部
を
長
方
形
に
く
り
抜
い
て
あ
り
ま

す
。
奥
壁
に
阿
弥
陀
如
来
の
坐
像
が
刻
出
し
て
あ
り
、
ま
た
、
水
輪
部
左 

の
輪
郭
に
「
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
） 

十
一
月
十
日
」
の
陰
刻
が
あ
ま
す
。 

石
室
前
面
の
両
端
に
ほ
ぞ
穴
が
あ 

り
、
元
は
木
製
の
観
音
開
き
の
扉
が 

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
塔
は
，
高
さ
約
２
ｍ
ば
か
り 

の
横
積
み
の
古
い
石
垣
に
囲
ま
れ
て 

お
り
、
当
石
垣
は
享
禄
頃
（
一
五
二 

八
～
一
五
三
二
）
の
も
の
と
推
定
さ 

れ
ま
す
。 

な
お
，
こ
の
塔
の
近
く
に
は
割
庄 

屋
平
野
家
（
屋
号
定
光
地
）
の
墓
所 

が
あ
り
、
墓
碑
の
中
に
は
江
戸
時
代 

初
期
の
寛
永
年
紀
の
墓
も
あ
り
ま
す
。 

 


